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 第47号 ひ だ まり 令和2年1月15日（1）

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

２
期
目
の
会
長
職
を
会
員
の
皆
様
、
関
係
機
関
の
皆
様
方
の
ご
協
力

を
得
な
が
ら
務
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
以
前
か
ら
県
連
の
会
議
等
に
お
い
て
更
生
保
護
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
（
以
下
サ
ポ
セ
ン
）
の
設
置
推
進
が
毎
回
議
題
に
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。
当
地
区
は
エ
リ
ア
が
広
く
、
１
地
区
１
箇
所
と
い
う
制
約

は
、
実
情
に
そ
ぐ
わ
な
い
為
、
設
置
は
半
ば
諦
め
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
県
連
の
会
合
に
お
い
て
県
内
26
地
区
の
内
、
サ
ポ
セ
ン
未

設
置
地
区
は
数
地
区
の
み
に
な
っ
て
し
ま
い
、
実
用
性
は
と
も
か
く
最

後
の
未
設
置
地
区
に
な
る
の
で
は
、
と
秘
か
に
危
機
感
を
感
じ
て
お
り

ま
し
た
。

昨
年
７
月
、
市
川
市
長
と
話
す
機
会
が
あ
り
、
そ
の
折
に
サ
ポ
セ

ン
の
件
を
話
し
、
市
の
施
設
に
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
し
て
欲
し
い
旨
を
お

話
し
た
と
こ
ろ
、
市
の
新
庁
舎
が
完
成
し
た
ら
一
室
を
提
供
し
て
頂
け

る
と
い
う
事
と
な
り
ま
し
た
。
後
日
、
お
礼
と
確
認
を
兼
ね
て
改
め
て

観
察
所
、
保
護
司
会
、
社
協
等
の
担
当
者
一
同
で
市
長
を
訪
問
し
、
再

度
確
約
を
得
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
サ
ポ
セ
ン
開
所
ま
で
は
こ
れ
か
ら

協
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
多
々
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。
新
庁
舎
の
完
成
予
定
が
遅
れ
て
い
る
そ
う
で

す
が
、
場
所
の
確
保
が
出
来
た
事
は
サ
ポ
セ
ン
開
所
に
向
け
た
大
き
な

前
進
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
保
護
司
数
の
減
少
は
全
国
的
問
題
で
す
が
、
当
地
区
は
県

下
最
低
の
充
足
率
で
70
％
以
下
で
す
。
新
任
の
年
齢
制
限
は
66
歳
以
下

で
す
の
で
、
定
年
退
職
さ
れ
た
方
々
に
現
役
保
護
司
の
皆
様
か
ら
積
極

的
に
働
き
掛
け
て
頂
き
、
人
数
増
加
に
務
め
て
頂
き
た
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

新
春
に
思
う

市
川
浦
安
地
区
保
護
司
会

会
長

本
司

俊
喜

更生保護制度施行70周年記念
第63回 千葉県更生保護大会

令和元年11月21日：千葉県文化会館

　

浦
安
市
保
護
司
連
絡
協
議
会
で
は
、
7
月
4
日
に
街
頭

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。
実
施
に
先
立
ち
、
京
葉

線
新
浦
安
駅
前
の
イ
オ
ン
新
浦
安
店
4
階
に
あ
る
浦
安
市
の

施
設
「
ウ
ェ
ー
ブ
101
」
に
お
き
ま
し
て
出
発
式
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

初
め
に
榎
本
会
長
よ
り
、
岸
田
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
内
田
浦
安
市
長
へ
伝
達
し
、
協
力
の
呼
び
か

け
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
内
田
浦
安
市
長
、
小
林
浦
安

市
議
会
議
長
、
福
島
浦
安
警
察
署
長
、
里
見
統
括
保
護
観
察

官
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
き
、
朝
倉
市
川
浦
安
地
区
保
護
司
会
会

長
、
鈴
木
浦
安
市
教
育
長
等
ご
来
賓
の
ご
紹
介
を
行
い
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
京
葉
線
新
浦
安
駅
前
と
東
西
線
浦
安
駅
前
に
別

れ
、
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
約

４
，
０
０
０
個
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
約
１
５
０
枚
の
配
布
を
行

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
ご
参
加
頂
い
た
団
体
は
次
の
通
り
で
す
。（
参
加

人
員
は
約
１
９
０
名
）

　

市
川
Ｂ
Ｂ
Ｓ
の
会
、
浦
安
市
婦
人
の
会
連
合
会
、
浦
安
市

ひ
と
り
親
家
庭
福
祉
会
、
浦
安
市
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議

会
、浦
安
市
青
少
年
補
導
員
連
絡
協
議
会
、浦
安
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
、
浦
安
ベ
イ
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
、
浦
安
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
、
浦
安
市
鐵
鋼
団
地
協
同
組
合
、
市
内
公
立
私
立

中
学
校
９
校
、
浦
安
市
福
祉
部
社
会
福
祉
課
、
浦
安
市
社
会

福
祉
協
議
会

第
73
回「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン in 

浦
安

浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
　
川
口
　
利
治

第第
7373
回回  

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

令和５年８月７日令和５年８月７日
第１回  いちかわ市民のつどい第１回  いちかわ市民のつどい（第７３回社会を明るくする運動）（第７３回社会を明るくする運動）

令和５年７月４日令和５年７月４日

第７３回 第７３回 
「社会を明るくする運動」「社会を明るくする運動」
街頭キャンペーン in 浦安街頭キャンペーン in 浦安
伝達式及び講演会伝達式及び講演会
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千
葉
保
護
観
察
所

市
川
市
保
護
観
察
官

山
川　

瑠
璃

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長

北
ブ
ロ
ッ
ク

鈴
木　

茂
年

千
葉
保
護
観
察
所

市
川
市
保
護
観
察
官

金
井　

幸
子

　

令
和
5
年
4
月
に
東
京
保
護
観
察
所
か
ら
千
葉
保
護
観

察
所
に
異
動
し
、
市
川
浦
安
地
区
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　

保
護
観
察
官
3
年
目
で
す
が
、
対
象
者
と
真
摯
に
向
き

合
い
、
社
会
内
で
処
遇
を
行
っ
て
い
く
難
し
さ
を
日
々
実

感
し
て
い
ま
す
が
、
保
護
司
の
皆
様
方
の
温
か
な
支
え
と

ご
協
力
に
救
わ
れ
て
い
ま
す
。
何
か
と
行
き
届
か
な
い
点

も
多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
、
ご
指
導
、
ご
鞭

撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
度
よ
り
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
長
と
い
う
大
役
を
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
令
和
２
年
に
開
設
し
ま
し
た
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も
、
前
徳
永
セ
ン
タ
ー
長
を
始
め
多
く

の
企
画
調
整
保
護
司
の
協
力
、
会
議
で
の
活
発
な
意
見
交

換
に
よ
っ
て
本
来
の
姿
で
あ
る
活
動
拠
点
と
し
て
根
付
い

て
き
た
よ
う
に
思
え
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
地
域
社
会
で

は
保
護
司
と
い
う
存
在
の
認
知
度
は
非
常
に
低
く
、
結

果
、
保
護
司
の
な
り
手
不
足
に
も
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は
、
保
護
司
の
存
在
や
活
動
を

多
く
の
方
々
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
も
地
域
団
体
と
の

交
流
、情
報
交
換
会
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で
行
い
、

保
護
司
の
活
動
拠
点
を
「
見
て
」「
知
っ
て
」
も
ら
う
こ

と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
石

井
地
域
活
動
部
会
長
と
し
っ
か
り
タ
ッ
グ
を
組
み
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
６
月
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
も
開
設
し
若
年
層
の
目
に
も
止
ま
る
よ
う
な
情
報
も

掲
載
し
て
い
き
ま
す
。
我
が
保
護
司
会
は
皆
協
力
的
で
す

が
、
活
動
を
長
続
き
さ
せ
る
た
め
に
も
「
無
理
な
く
無
理

せ
ず
有
意
義
に
」
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
頑
張
っ
て
ま
い

り
ま
す
の
で
ご
協
力
宜
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
保
護
局
更
生
保
護
振
興

課
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
千
葉
保
護
観
察
所
で

の
勤
務
は
初
め
て
と
な
り
ま
す
の
で
、
御
縁
を
い
た
だ
き

ま
し
た
こ
と
大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

保
護
観
察
官
１
年
目
の
ま
だ
ま
だ
未
熟
者
で
す
が
、
地

域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
皆
さ
ま
、

藤
井
観
察
官
、
山
川
観
察
官
の
お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら

誠
心
誠
意
取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

御
迷
惑
を
お
か
け
す
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

御
指
導
御
鞭
撻
の
程
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
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退
任
に
あ
た
っ
て

今
西
　
美
和
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

退
任
に
あ
た
っ
て

富
山
　
勝
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

部
会
長
　
中
村
龍
民
　
副
部
会
長
　
真
島
節
子

　
　
中
嶋
貞
行
　
中
溝
敬
子
　
市
川
恵
子

広
報
部
会

10
月
22
日
付
け
で
27
年
間
の
保
護
司
の
務
め
を
、
退

任
い
た
し
ま
し
た
。

人
生
い
ろ
い
ろ
、
人
も
い
ろ
い
ろ
で
、
こ
の
間
に
関

わ
り
を
持
っ
た
対
象
者
に
教
わ
る
事
も
多
々
あ
り
ま
し

た
。母

親
に
１
ヶ
月
働
い
た
給
料
全
額
を
持
っ
て
い
か

れ
、「
僕
は
何
の
為
に
働
い
て
い
る
の
か
解
ら
な
い
。」

と
言
っ
て
泣
い
た
少
年
、
彼
の
泣
く
姿
を
見
て
、
か
け

る
言
葉
も
な
く
保
護
司
と
し
て
の
力
の
無
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

喜
怒
哀
楽
と
言
い
ま
す
が
、
対
象
者
が
今
は
、
喜
び

を
実
感
し
笑
顔
で
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

18
年
間
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
無
事

卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
勤
め
て
い
た
会
社
は
「
市
民
あ
っ
て
の
企
業
」

で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
社
員
に
も
社
会
貢
献
活
動
を
推

奨
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
私
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
青
少
年
補

導
員
を
引
き
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
保
護
司
も
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
護
司
の
仕
事
は
個
人
対
個
人
の
対
応
で
す
か
ら
対

象
者
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
え
で
対
象
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
夢
や
希
望
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
は
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
素
晴
ら
し
い
沢
山
の
先
生
方
と
お
知
り
合
い
に

な
れ
た
こ
と
は
一
生
の
宝
と
し
て
大
切
に
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

）

平
成
５
年
10
月
23
日
委
嘱
～
　

令
和
元
年
10
月
22
日
退
任

今
西
　
美
和
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
５
年
10
月
23
日
委
嘱
～
　

令
和
元
年
10
月
22
日
退
任

富
山
　
勝
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
13
年
10
月
23
日
委
嘱
～
　

令
和
元
年
10
月
22
日
退
任

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市民まつり

令和元年10月20日
浦安市役所周辺

令和元年11月3日
大洲防災公園

秋晴れの穏やかな日、犯罪や非行のない
社会を目指して、ポケットティッシュの配
布等、関係諸団体とともにキャンペーンを
行いました。クイズやゲームも実施し、保
護司について周知することができました。

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記
念
全
国
更
生
保
護
大
会

令
和
元
年
10
月
７
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記
念
第
37
回
関
東
地
方
更
生
保
護
大
会

令
和
元
年
10
月
25
日
、宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、

当
地
区
か
ら
も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
行
事
予
定
（
令
和
2
年
）

１
月
17
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

１
月
21
日
（
火
）
一
日
駐
在

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

１
月
23
日
（
木
）
新
年
懇
親
会
（
市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

２
月
21
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

２
月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

一
泊
施
設
見
学
研
修
会
（
栃
木
明
徳
会
）

３
月
６
日
（
金
）
第
四
期
地
域
別
定
例
研
修
会

（
東
京
地
方
裁
判
所
）

３
月
10
日
（
火
）
一
日
駐
在

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

３
月
13
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

編
集
後
記

広
報
部
会
は
い
つ
も
楽
し
く
編
集
に
励
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
長
姉
の
今
西
美
和
子
さ
ん
が
退
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
寂
し
い
思
い
で
す
。
今
ま
で
た
く

さ
ん
の
ご
指
導
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
後
任

に
は
、活
発
な
妹
の
市
川
恵
子
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。

本
年
も
新
た
な
紙
面
作
り
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
嶋
）
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退
任
に
あ
た
っ
て

今
西
　
美
和
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

退
任
に
あ
た
っ
て

富
山
　
勝
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

部
会
長
　
中
村
龍
民
　
副
部
会
長
　
真
島
節
子

　
　
中
嶋
貞
行
　
中
溝
敬
子
　
市
川
恵
子

広
報
部
会

10
月
22
日
付
け
で
27
年
間
の
保
護
司
の
務
め
を
、
退

任
い
た
し
ま
し
た
。

人
生
い
ろ
い
ろ
、
人
も
い
ろ
い
ろ
で
、
こ
の
間
に
関

わ
り
を
持
っ
た
対
象
者
に
教
わ
る
事
も
多
々
あ
り
ま
し

た
。母

親
に
１
ヶ
月
働
い
た
給
料
全
額
を
持
っ
て
い
か

れ
、「
僕
は
何
の
為
に
働
い
て
い
る
の
か
解
ら
な
い
。」

と
言
っ
て
泣
い
た
少
年
、
彼
の
泣
く
姿
を
見
て
、
か
け

る
言
葉
も
な
く
保
護
司
と
し
て
の
力
の
無
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

喜
怒
哀
楽
と
言
い
ま
す
が
、
対
象
者
が
今
は
、
喜
び

を
実
感
し
笑
顔
で
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

18
年
間
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
無
事

卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
勤
め
て
い
た
会
社
は
「
市
民
あ
っ
て
の
企
業
」

で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
社
員
に
も
社
会
貢
献
活
動
を
推

奨
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
私
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
青
少
年
補

導
員
を
引
き
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
保
護
司
も
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
護
司
の
仕
事
は
個
人
対
個
人
の
対
応
で
す
か
ら
対

象
者
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
え
で
対
象
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
夢
や
希
望
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
は
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
素
晴
ら
し
い
沢
山
の
先
生
方
と
お
知
り
合
い
に

な
れ
た
こ
と
は
一
生
の
宝
と
し
て
大
切
に
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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～
　

令
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月
22
日
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富
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勝
夫
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安
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
13
年
10
月
23
日
委
嘱
～
　

令
和
元
年
10
月
22
日
退
任

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市民まつり

令和元年10月20日
浦安市役所周辺

令和元年11月3日
大洲防災公園

秋晴れの穏やかな日、犯罪や非行のない
社会を目指して、ポケットティッシュの配
布等、関係諸団体とともにキャンペーンを
行いました。クイズやゲームも実施し、保
護司について周知することができました。

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記
念
全
国
更
生
保
護
大
会

令
和
元
年
10
月
７
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記
念
第
37
回
関
東
地
方
更
生
保
護
大
会

令
和
元
年
10
月
25
日
、宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、

当
地
区
か
ら
も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
行
事
予
定
（
令
和
2
年
）

１
月
17
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

１
月
21
日
（
火
）
一
日
駐
在

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

１
月
23
日
（
木
）
新
年
懇
親
会
（
市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

２
月
21
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

２
月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

一
泊
施
設
見
学
研
修
会
（
栃
木
明
徳
会
）

３
月
６
日
（
金
）
第
四
期
地
域
別
定
例
研
修
会

（
東
京
地
方
裁
判
所
）

３
月
10
日
（
火
）
一
日
駐
在

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

３
月
13
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

編
集
後
記

広
報
部
会
は
い
つ
も
楽
し
く
編
集
に
励
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
長
姉
の
今
西
美
和
子
さ
ん
が
退
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
寂
し
い
思
い
で
す
。
今
ま
で
た
く

さ
ん
の
ご
指
導
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
後
任

に
は
、活
発
な
妹
の
市
川
恵
子
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。

本
年
も
新
た
な
紙
面
作
り
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
嶋
）
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に
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ロ
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藍
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法
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皆
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雄
（
東
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勝
夫
（
浦
安
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（
浦
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（
浦
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ロ
ッ
ク
）

関
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更
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保
護
委
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加
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栄
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郎
（
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坂
井
　
由
美
（
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ロ
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奥
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實
（
西
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ロ
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）

千
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護
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察
所
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表
彰

山
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陽
（
西
ブ
ロ
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）

川
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利
治
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安
ブ
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ッ
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）
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俊
斉
（
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ロ
ッ
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）

千
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会
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口
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ロ
ッ
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）
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稔
（
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ブ
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ッ
ク
）

日
髙
　
孝
史
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

三
輪
　
哲
郎
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
山
﨑
孝
氏
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
章
報
告

令
和
元
年
11
月
21
日
に
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
第
63
回
千
葉
県
更

生
保
護
大
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
、
永
年
の
功
績
に
よ
り
顕
彰
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

表

　彰

千
葉
県
知
事
感
謝
状

中
山
　
幸
紀
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

藤
澤
ち
よ
子
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

上
平
　
紀
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

朝
倉
　
忠
文
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

中
村
　
龍
民
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

瑞
宝
単
光
章

令
和
元
年
９
月
６
日
、

故
　
島
根
太
真
氏
が
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受章された皆様

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　千
葉
県
推
進
委
員
会
委
員
長
賞
（
千
葉
県
知
事
賞
）

　
　
浦
安
市
立
富
岡
中
学
校
２
年
　
鷹
影
　
昂
生
　「
僕
は
地
域
の
力
」

謹
ん
で
新
春
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
、
秋
の
叙
勲
に
際
し
ま
し
て
は
、
瑞
宝
双

光
章
拝
受
の
栄
に
浴
し
、
感
極
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
身
に
余
る
栄
誉
は
偏
に
保
護
観
察
所
を
は
じ
め
と

し
て
、
保
護
司
会
の
皆
様
の
一
方
な
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支

援
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
こ
の
栄
誉
と
保
護
司
の
名
に
相
応
し
く
一
層
の
研
鑽

に
励
み
、
対
象
者
の
改
善
更
生
・
再
犯
防
止
と
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
台
風
、
集
中
豪
雨
に
お
き
ま
し
て
被
災
さ
れ

た
方
々
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
表
彰
状
と
自
分
の
名
前
が
刻

ま
れ
た
メ
ダ
ル
を
頂
き
感
無
量
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
自

身
20
年
も
保
護
司
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
周
り
の

先
生
方
の
助
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
10
月
７
日
に
更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記

念
大
会
が
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
、
皇
后
陛
下
を
拝
し
、
天
皇
陛
下
の
お
言
葉

を
拝
聴
し
こ
の
席
に
居
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

法
務
大
臣
表
彰
を
受
彰
し
て

皆
川
　
公
雄
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

叙
位
叙
勲

瑞
宝
双
光
章
を
受
賞
し
て

中
嶋
　
貞
行
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

こ
の
都
度
、
令
和
５
年
春
の
叙
勲
に
お
い
て
、
は
か
ら

ず
も
受
賞
の
栄
に
浴
し
ま
し
た
こ
と
、
四
半
世
紀
の
活
動

に
お
い
て
、
よ
り
多
く
の
方
々
と
の
出
合
い
に
よ
る
御
支

援
の
た
ま
も
の
と
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
間
私
の
活
動
の
支
え
の
素
と
な
る
生
涯
学
習
の
継

続
、
共
に
学
ぶ
と
い
う
心
構
え
を
素
と
し
、
日
常
生
活
に

お
い
て
の
出
合
い
か
ら
学
ぶ
沢
山
の
事
柄
や
、
保
護
司
活

動
の
対
象
者
と
の
出
合
い
で
も
、
指
導
と
い
う
よ
り
共
に

学
ぶ
と
い
う
多
く
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
対
象
者
の
身
上
調
査
書
を
拝
見
し
て
、
職
業
や
生

活
状
況
、
家
庭
環
境
、
趣
味
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
を
把
握
し

て
対
応
を
考
え
、
又
生
活
状
況
の
中
で
私
達
に
何
を
求
め

て
い
る
か
を
探
り
出
す
な
ど
対
象
者
と
向
い
合
う
に
は
沢

山
の
こ
と
を
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
必
要
と
感

じ
る
こ
と
が
多
々
で
し
た
。

　

今
後
と
も
こ
の
栄
誉
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
一
層

精
進
し
生
涯
学
習
に
励
み
、
御
芳
情
に
報
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

市川浦安地区
保護司会HP
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け
で
27
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間
の
保
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務
め
を
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退
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人
生
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ろ
い
ろ
、
人
も
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い
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で
、
こ
の
間
に
関
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を
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っ
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対
象
者
に
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事
も
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あ
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し

た
。母

親
に
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働
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た
給
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全
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を
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っ
て
い
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れ
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僕
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何
の
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に
働
い
て
い
る
の
か
解
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な
い
。」

と
言
っ
て
泣
い
た
少
年
、
彼
の
泣
く
姿
を
見
て
、
か
け

る
言
葉
も
な
く
保
護
司
と
し
て
の
力
の
無
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

喜
怒
哀
楽
と
言
い
ま
す
が
、
対
象
者
が
今
は
、
喜
び

を
実
感
し
笑
顔
で
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

18
年
間
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
無
事

卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
勤
め
て
い
た
会
社
は
「
市
民
あ
っ
て
の
企
業
」

で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
社
員
に
も
社
会
貢
献
活
動
を
推

奨
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
私
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
青
少
年
補

導
員
を
引
き
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
保
護
司
も
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
護
司
の
仕
事
は
個
人
対
個
人
の
対
応
で
す
か
ら
対

象
者
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
え
で
対
象
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
夢
や
希
望
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
は
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
素
晴
ら
し
い
沢
山
の
先
生
方
と
お
知
り
合
い
に

な
れ
た
こ
と
は
一
生
の
宝
と
し
て
大
切
に
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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浦安市役所周辺

令和元年11月3日
大洲防災公園

秋晴れの穏やかな日、犯罪や非行のない
社会を目指して、ポケットティッシュの配
布等、関係諸団体とともにキャンペーンを
行いました。クイズやゲームも実施し、保
護司について周知することができました。

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記
念
全
国
更
生
保
護
大
会

令
和
元
年
10
月
７
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記
念
第
37
回
関
東
地
方
更
生
保
護
大
会

令
和
元
年
10
月
25
日
、宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、

当
地
区
か
ら
も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
行
事
予
定
（
令
和
2
年
）

１
月
17
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

１
月
21
日
（
火
）
一
日
駐
在

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

１
月
23
日
（
木
）
新
年
懇
親
会
（
市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

２
月
21
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

２
月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

一
泊
施
設
見
学
研
修
会
（
栃
木
明
徳
会
）

３
月
６
日
（
金
）
第
四
期
地
域
別
定
例
研
修
会

（
東
京
地
方
裁
判
所
）

３
月
10
日
（
火
）
一
日
駐
在

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

３
月
13
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

編
集
後
記

広
報
部
会
は
い
つ
も
楽
し
く
編
集
に
励
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
長
姉
の
今
西
美
和
子
さ
ん
が
退
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
寂
し
い
思
い
で
す
。
今
ま
で
た
く

さ
ん
の
ご
指
導
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
後
任

に
は
、活
発
な
妹
の
市
川
恵
子
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。

本
年
も
新
た
な
紙
面
作
り
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
嶋
）

新
役
員
の
紹
介
（
敬
称
略
）

朝　

倉　

忠　

文
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

会　

長

中　

嶋　

貞　

行
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

副
会
長

榎　

本　

俊　

夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）�

副
会
長

伊　

藤　

孝　

子
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

常　

務

石　

田　

一　

夫
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

会　

計

皆　

川　

公　

雄
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

理　

事

石　

井　

孝　

幸
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

理　

事

時　

田　

正　

一
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

理　

事

稲　

葉　

健　

二
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

理　

事

松　

本　

利　

美
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

理　

事

真　

島　

節　

子
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

理　

事

松　

倉　
　
　

勉
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

理　

事

加　

藤　

栄
三
郎
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

理　

事

三　

輪　

哲　

郎
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

理　

事

鈴　

木　

茂　

年
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

理　

事

渡　

邊　

恭　

山
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

理　

事

川　

口　

利　

治
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）�

理　

事

田　

中　

貞　

真
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）�

理　

事

毎　

田　

潤　

子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）�

理　

事

松　

丸　

裕　

一
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）　�

監　

事

市　

川　

惠　

子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）�

監　

事
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退
任
に
あ
た
っ
て

今
西
　
美
和
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

退
任
に
あ
た
っ
て

富
山
　
勝
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

部
会
長
　
中
村
龍
民
　
副
部
会
長
　
真
島
節
子

　
　
中
嶋
貞
行
　
中
溝
敬
子
　
市
川
恵
子

広
報
部
会

10
月
22
日
付
け
で
27
年
間
の
保
護
司
の
務
め
を
、
退

任
い
た
し
ま
し
た
。

人
生
い
ろ
い
ろ
、
人
も
い
ろ
い
ろ
で
、
こ
の
間
に
関

わ
り
を
持
っ
た
対
象
者
に
教
わ
る
事
も
多
々
あ
り
ま
し

た
。母

親
に
１
ヶ
月
働
い
た
給
料
全
額
を
持
っ
て
い
か

れ
、「
僕
は
何
の
為
に
働
い
て
い
る
の
か
解
ら
な
い
。」

と
言
っ
て
泣
い
た
少
年
、
彼
の
泣
く
姿
を
見
て
、
か
け

る
言
葉
も
な
く
保
護
司
と
し
て
の
力
の
無
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

喜
怒
哀
楽
と
言
い
ま
す
が
、
対
象
者
が
今
は
、
喜
び

を
実
感
し
笑
顔
で
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

18
年
間
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
無
事

卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
勤
め
て
い
た
会
社
は
「
市
民
あ
っ
て
の
企
業
」

で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
社
員
に
も
社
会
貢
献
活
動
を
推

奨
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
私
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
青
少
年
補

導
員
を
引
き
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
保
護
司
も
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
護
司
の
仕
事
は
個
人
対
個
人
の
対
応
で
す
か
ら
対

象
者
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
え
で
対
象
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
夢
や
希
望
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
は
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
素
晴
ら
し
い
沢
山
の
先
生
方
と
お
知
り
合
い
に

な
れ
た
こ
と
は
一
生
の
宝
と
し
て
大
切
に
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

）

平
成
５
年
10
月
23
日
委
嘱
～
　

令
和
元
年
10
月
22
日
退
任

今
西
　
美
和
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
５
年
10
月
23
日
委
嘱
～
　

令
和
元
年
10
月
22
日
退
任

富
山
　
勝
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
13
年
10
月
23
日
委
嘱
～
　

令
和
元
年
10
月
22
日
退
任

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市民まつり

令和元年10月20日
浦安市役所周辺

令和元年11月3日
大洲防災公園

秋晴れの穏やかな日、犯罪や非行のない
社会を目指して、ポケットティッシュの配
布等、関係諸団体とともにキャンペーンを
行いました。クイズやゲームも実施し、保
護司について周知することができました。

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記
念
全
国
更
生
保
護
大
会

令
和
元
年
10
月
７
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記
念
第
37
回
関
東
地
方
更
生
保
護
大
会

令
和
元
年
10
月
25
日
、宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、

当
地
区
か
ら
も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
行
事
予
定
（
令
和
2
年
）

１
月
17
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

１
月
21
日
（
火
）
一
日
駐
在

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

１
月
23
日
（
木
）
新
年
懇
親
会
（
市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

２
月
21
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

２
月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

一
泊
施
設
見
学
研
修
会
（
栃
木
明
徳
会
）

３
月
６
日
（
金
）
第
四
期
地
域
別
定
例
研
修
会

（
東
京
地
方
裁
判
所
）

３
月
10
日
（
火
）
一
日
駐
在

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

３
月
13
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

編
集
後
記

広
報
部
会
は
い
つ
も
楽
し
く
編
集
に
励
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
長
姉
の
今
西
美
和
子
さ
ん
が
退
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
寂
し
い
思
い
で
す
。
今
ま
で
た
く

さ
ん
の
ご
指
導
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
後
任

に
は
、活
発
な
妹
の
市
川
恵
子
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。

本
年
も
新
た
な
紙
面
作
り
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
嶋
）

新
任
保
護
司
（
敬
称
略
）

杉
崎�

佐
知
子
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

令
和
５
年
３
月
１
日
委
嘱

加
瀬　

�

僚
太
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

令
和
５
年
７
月
１
日
委
嘱

※
新
任
保
護
司
が
２
名
、
７
月
１
日
付
で
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
が
、
諸
事
情
に

よ
り
次
号
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。
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瑞
宝
双
光
章

山
﨑
　
　
孝
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

藍
綬
褒
章

及
川
　
勝
行
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

法
務
大
臣
表
彰

皆
川
　
公
雄
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

富
山
　
勝
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

齊
藤
　
光
妙
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

石
井
　
孝
幸
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

榎
本
　
俊
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

草
場
　
聖
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

加
藤
栄
三
郎
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

坂
井
　
由
美
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

奥
山
　
　
實
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

千
葉
保
護
観
察
所
長
表
彰

山
﨑
　
　
陽
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

川
口
　
利
治
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
野
　
俊
斉
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

千
葉
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰

関
口
　
真
伯
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

宅
間
　
　
稔
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

日
髙
　
孝
史
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

三
輪
　
哲
郎
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
山
﨑
孝
氏
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
章
報
告

令
和
元
年
11
月
21
日
に
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
第
63
回
千
葉
県
更

生
保
護
大
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
、
永
年
の
功
績
に
よ
り
顕
彰
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

表

　彰

千
葉
県
知
事
感
謝
状

中
山
　
幸
紀
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

藤
澤
ち
よ
子
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

上
平
　
紀
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

朝
倉
　
忠
文
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

中
村
　
龍
民
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

瑞
宝
単
光
章

令
和
元
年
９
月
６
日
、

故
　
島
根
太
真
氏
が
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受章された皆様

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　千
葉
県
推
進
委
員
会
委
員
長
賞
（
千
葉
県
知
事
賞
）

　
　
浦
安
市
立
富
岡
中
学
校
２
年
　
鷹
影
　
昂
生
　「
僕
は
地
域
の
力
」

謹
ん
で
新
春
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
、
秋
の
叙
勲
に
際
し
ま
し
て
は
、
瑞
宝
双

光
章
拝
受
の
栄
に
浴
し
、
感
極
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
身
に
余
る
栄
誉
は
偏
に
保
護
観
察
所
を
は
じ
め
と

し
て
、
保
護
司
会
の
皆
様
の
一
方
な
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支

援
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
こ
の
栄
誉
と
保
護
司
の
名
に
相
応
し
く
一
層
の
研
鑽

に
励
み
、
対
象
者
の
改
善
更
生
・
再
犯
防
止
と
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
台
風
、
集
中
豪
雨
に
お
き
ま
し
て
被
災
さ
れ

た
方
々
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
表
彰
状
と
自
分
の
名
前
が
刻

ま
れ
た
メ
ダ
ル
を
頂
き
感
無
量
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
自

身
20
年
も
保
護
司
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
周
り
の

先
生
方
の
助
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
10
月
７
日
に
更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記

念
大
会
が
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
、
皇
后
陛
下
を
拝
し
、
天
皇
陛
下
の
お
言
葉

を
拝
聴
し
こ
の
席
に
居
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

法
務
大
臣
表
彰
を
受
彰
し
て

皆
川
　
公
雄
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

叙
位
叙
勲

市
川
浦
安
地
区
保
護
司
会
総
会
を
終
え
て

会
長
　
朝
倉
　
忠
文

　

去
る
４
月
28
日
に
市
川
浦
安
地
区
保
護
司
会
の
総
会
が

行
わ
れ
、
そ
の
中
で
２
期
目
の
会
長
の
指
名
を
受
け
ま
し

た
朝
倉
で
す
。
令
和
2
年
か
ら
始
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
も
や
っ

と
先
が
見
え
て
き
て
、
今
年
は
4
年
ぶ
り
の
懇
親
会
を
兼

ね
た
総
会
を
開
く
事
が
出
来
ま
し
た
。
日
頃
お
世
話
に

な
っ
て
お
り
ま
す
関
係
機
関
の
皆
様
の
同
席
を
頂
い
て
、

大
変
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
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は
市
川
地
区
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お
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は
、
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参
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た
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コ
ン
ク
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ル
の
残
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の
地
区
の
実
施
と
ぬ
り

絵
コ
ン
テ
ス
ト
の
実
施
を
議
決
致
し
ま
し
た
。
会
全
体
で

は
広
報
、
総
務
、
就
労
支
援
、
犯
罪
予
防
、
地
域
活
動
、
研

修
と
各
部
会
が
あ
り
ま
す
が
今
年
は
そ
れ
ぞ
れ
に
活
発
に
活

動
し
て
頂
く
為
に
定
期
的
に
会
合
を
開
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
特
に
就
労
支
援
部
会
で
は
今
年
2
月
28
日
に
初
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て
協

力
雇
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司
と
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流
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保
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藤

井
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支
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の
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名
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も
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加

し
て
頂
き
有
意
義
な
意
見
交
換
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令

和
5
年
度
中
に
市
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保
護
司
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会

を
立
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上
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。
再
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題

で
す
、
就
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す
る
事
に
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っ
て
少
し
で
も
再
犯
を
減
ら
せ
た

ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今
年
一
年
皆
さ
ん
に
ご
負
担
を
お

掛
け
致
し
ま
す
が
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
て
私
の
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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退
任
に
あ
た
っ
て

今
西
　
美
和
子
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浦
安
ブ
ロ
ッ
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）

退
任
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あ
た
っ
て

富
山
　
勝
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

部
会
長
　
中
村
龍
民
　
副
部
会
長
　
真
島
節
子

　
　
中
嶋
貞
行
　
中
溝
敬
子
　
市
川
恵
子

広
報
部
会

10
月
22
日
付
け
で
27
年
間
の
保
護
司
の
務
め
を
、
退

任
い
た
し
ま
し
た
。

人
生
い
ろ
い
ろ
、
人
も
い
ろ
い
ろ
で
、
こ
の
間
に
関

わ
り
を
持
っ
た
対
象
者
に
教
わ
る
事
も
多
々
あ
り
ま
し

た
。母

親
に
１
ヶ
月
働
い
た
給
料
全
額
を
持
っ
て
い
か

れ
、「
僕
は
何
の
為
に
働
い
て
い
る
の
か
解
ら
な
い
。」

と
言
っ
て
泣
い
た
少
年
、
彼
の
泣
く
姿
を
見
て
、
か
け

る
言
葉
も
な
く
保
護
司
と
し
て
の
力
の
無
さ
を
痛
感
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。

喜
怒
哀
楽
と
言
い
ま
す
が
、
対
象
者
が
今
は
、
喜
び

を
実
感
し
笑
顔
で
楽
し
い
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

18
年
間
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
支
援
に
支
え
ら
れ
無
事

卒
業
の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と
を
心
か

ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

私
が
勤
め
て
い
た
会
社
は
「
市
民
あ
っ
て
の
企
業
」

で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
社
員
に
も
社
会
貢
献
活
動
を
推

奨
し
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
私
も
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
青
少
年
補

導
員
を
引
き
受
け
た
の
が
き
っ
か
け
で
保
護
司
も
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

保
護
司
の
仕
事
は
個
人
対
個
人
の
対
応
で
す
か
ら
対

象
者
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

う
え
で
対
象
者
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
、
夢
や
希
望
に

つ
い
て
話
し
合
う
こ
と
は
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

ま
た
素
晴
ら
し
い
沢
山
の
先
生
方
と
お
知
り
合
い
に

な
れ
た
こ
と
は
一
生
の
宝
と
し
て
大
切
に
し
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

）

平
成
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年
10
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23
日
委
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～
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安
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日
委
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令
和
元
年
10
月
22
日
退
任

富
山
　
勝
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
成
13
年
10
月
23
日
委
嘱
～
　

令
和
元
年
10
月
22
日
退
任

長
い
間
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市民まつり

令和元年10月20日
浦安市役所周辺

令和元年11月3日
大洲防災公園

秋晴れの穏やかな日、犯罪や非行のない
社会を目指して、ポケットティッシュの配
布等、関係諸団体とともにキャンペーンを
行いました。クイズやゲームも実施し、保
護司について周知することができました。

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記
念
全
国
更
生
保
護
大
会

令
和
元
年
10
月
７
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記
念
第
37
回
関
東
地
方
更
生
保
護
大
会

令
和
元
年
10
月
25
日
、宇
都
宮
市
文
化
会
館
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
、

当
地
区
か
ら
も
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

今
後
の
行
事
予
定
（
令
和
2
年
）

１
月
17
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

１
月
21
日
（
火
）
一
日
駐
在

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

１
月
23
日
（
木
）
新
年
懇
親
会
（
市
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
）

２
月
21
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

２
月
27
日
（
木
）
～
28
日
（
金
）

一
泊
施
設
見
学
研
修
会
（
栃
木
明
徳
会
）

３
月
６
日
（
金
）
第
四
期
地
域
別
定
例
研
修
会

（
東
京
地
方
裁
判
所
）

３
月
10
日
（
火
）
一
日
駐
在

（
浦
安
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

３
月
13
日
（
金
）
一
日
駐
在
（
市
川
市
文
化
会
館
）

編
集
後
記

広
報
部
会
は
い
つ
も
楽
し
く
編
集
に
励
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
た
び
、
長
姉
の
今
西
美
和
子
さ
ん
が
退
任
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
寂
し
い
思
い
で
す
。
今
ま
で
た
く

さ
ん
の
ご
指
導
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
後
任

に
は
、活
発
な
妹
の
市
川
恵
子
さ
ん
が
加
わ
り
ま
し
た
。

本
年
も
新
た
な
紙
面
作
り
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
嶋
）
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退
任
保
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司
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略
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那
須　

隆
吉
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

昭
和
60
年
４
月
１
日
委
嘱
～
令
和
５
年
３
月
31
日
退
任

本
司　

俊
喜
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

平
成
４
年
12
月
１
日
委
嘱
～
令
和
４
年
11
月
30
日
退
任

安
達
美
津
子
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

平
成
15
年
７
月
１
日
委
嘱
～
令
和
３
年
６
月
30
日
退
任

草
場　

聖
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

平
成
15
年
７
月
１
日
委
嘱
～
令
和
３
年
６
月
30
日
退
任

　
　
訃

　
報
（
敬
称
略
）

　
中
村

　
龍
民
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

　
　
去
る
令
和
五
年
七
月
十
一
日
に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　
　（
在
籍
十
九
年
）　
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

今
後
の
行
事
予
定
（
令
和
５
年
）

「
退
任
に
あ
た
っ
て
」

那
須　

隆
吉
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

白
楽
天
で
は
な
い
が
「
年
光
水
よ
り
急
な
り
」
を
感

ず
る
昨
今
と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
市
議
会
議
長
で
保

護
司
を
し
て
お
ら
れ
た
今
井
髜
行
先
生
の
推
挽
に
よ

り
、
昭
和
六
十
年
四
月
一
日
付
で
保
護
司
を
拝
命
し
ま

し
た
。
保
護
司
の
ホ
の
字
も
知
ら
ず
に
よ
く
引
き
う
け

た
も
の
だ
と
後
に
な
っ
て
気
が
つ
く
始
末
。
以
来
駄
齢

を
貪
る
こ
と
三
十
八
年
。
兄
弟
で
き
て
い
た
る
、
二
度

目
の
子
等
、
皆
人
と
の
出
合
い
、
生
ま
れ
た
環
境
に
つ

よ
く
決
定
づ
け
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
こ

れ
を
良
い
方
向
に
向
け
て
や
り
、
そ
し
て
人
間
ら
し
い

生
活
を
築
き
あ
げ
て
あ
げ
る
よ
う
指
導
す
る
、
と
い
う

今
に
し
て
思
え
ば
大
変
な
こ
と
で
し
た
。
こ
の
か
ど
に

よ
り
、
藍
綬
褒
章
、
瑞
寶
雙
光
章
と
二
度
勲
章
を
拝
受
。

特
に
、
藍
綬
褒
章
の
時
は
、
宮
殿
長
和
殿
の
二
階
春
秋

の
間
に
て
、
農
水
、
経
産
、
法
務
の
約
二
百
五
十
人
と

代
表
し
て
、
陛
下
の
龍
顔
を
直
近
に
拝
し
、
御
礼
言
上

奉
り
ま
し
た
こ
と
は
、
肝
銘
の
至
り
、
た
と
う
べ
き
も

の
な
き
光
栄
と
感
激
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
偏
に
、
日

頃
皆
様
方
か
ら
の
督
励
の
お
蔭
と
銘
記
し
て
止
み
ま
せ

ん
。

9
月
19
日（
火
）一
日
駐
在（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

９
月
26
・
27
日（
火
・
水
）一
泊
研
修
会

10
月
18
日（
水
）一
日
駐
在（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

10
月
19
日（
木
）一
日
駐
在（
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

11
月
3
日（
金
）い
ち
か
わ
市
民
ま
つ
り

11
月
14
日（
火
）第
66
回
更
生
保
護
大
会（
館
山
市
）

11
月
14
日（
火
）一
日
駐
在

�

（
浦
安
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

11
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20
日（
月
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日
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サ
ポ
ー
ト
セ
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タ
ー
）
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日
駐
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サ
ポ
ー
ト
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ー
）

  

編
集
後
記

　

中
村
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生
が
７
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ご
逝
去
さ
れ
ま
し

た
。
私
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広
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わ
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。

今
ま
で
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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お
祈
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。

�

真
島　

節
子

  

広
報
部
会

部
会
長　

真
島
節
子　

副
部
会
長　

三
輪
哲
郎

　
　
　
　

倉
持
由
紀
枝　

片
桐
民
子　

市
川
惠
子　
　
　
　
　

��

6
月
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、「
八
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少
年
院
」
に

研
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見
学
に
行
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た
。
風

で
揺
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葉
の
音
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の
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所
に
あ
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、
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の
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い
よ
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に
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た
が
、
ど
の
窓
に
も

格
子
が
あ
り
ま
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た
。
建
物
内
に
展

示
さ
れ
て
い
た
少
年
た
ち
の
書
や
絵

は
、
ど
れ
も
素
晴
ら
し
い
作
品
で
し

た
。

　

管
理
の
元
で
規
則
正
し
い
生
活
を

送
っ
て
い
る
少
年
達「
ガ
ン
バ
レ
」。�

先
輩
保
護
司
の
方
と
の
交
流
も
あ

り
、
有
意
義
な
一
日
で
し
た
。

　
「
人
と
人
」
信
頼
関
係
が
犯
罪
の

抑
止
力
に
な
る
。
先
日
視
察
し
た
鑑

別
所
の
担
当
職
員
が
「
こ
こ
に
来
る

子
は
全
員
い
い
子
な
ん
で
す
。」
そ

う
話
し
て
い
た
こ
と
が
心
に
残
る
。

鑑
別
所
に
入
所
し
て
い
る
間
、
わ
ず

か
4
週
間
か
ら
８
週
間
の
あ
い
だ
に

虐
待
や
い
じ
め
等
で
す
さ
ん
だ
心
を

開
け
る
か
、
ど
の
よ
う
に
接
す
れ
ば

こ
れ
か
ら
の
人
生
に
よ
い
影
響
を
あ

た
え
る
事
が
出
来
る
の
か
？
常
に
努

力
を
し
て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に

し
て
保
護
司
の
立
場
で
ど
れ
ほ
ど
信

頼
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。
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瑞
宝
双
光
章

山
﨑
　
　
孝
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

藍
綬
褒
章

及
川
　
勝
行
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

法
務
大
臣
表
彰

皆
川
　
公
雄
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

富
山
　
勝
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

齊
藤
　
光
妙
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

石
井
　
孝
幸
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

榎
本
　
俊
夫
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

草
場
　
聖
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

関
東
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委
員
長
表
彰

加
藤
栄
三
郎
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

坂
井
　
由
美
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

奥
山
　
　
實
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

千
葉
保
護
観
察
所
長
表
彰

山
﨑
　
　
陽
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

川
口
　
利
治
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

平
野
　
俊
斉
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

千
葉
県
保
護
司
会
連
合
会
会
長
表
彰

関
口
　
真
伯
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

宅
間
　
　
稔
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

日
髙
　
孝
史
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

三
輪
　
哲
郎
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）

令
和
元
年
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
山
﨑
孝
氏
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

受
章
報
告

令
和
元
年
11
月
21
日
に
千
葉
市
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
、
第
63
回
千
葉
県
更

生
保
護
大
会
に
お
い
て
、
次
の
方
々
が
、
永
年
の
功
績
に
よ
り
顕
彰
さ
れ
ま

し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

表

　彰

千
葉
県
知
事
感
謝
状

中
山
　
幸
紀
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

藤
澤
ち
よ
子
（
西
ブ
ロ
ッ
ク
）

上
平
　
紀
子
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

朝
倉
　
忠
文
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

中
村
　
龍
民
（
北
ブ
ロ
ッ
ク
）

瑞
宝
単
光
章

令
和
元
年
９
月
６
日
、

故
　
島
根
太
真
氏
が
瑞
宝
単
光
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

受章された皆様

第
69
回
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

　千
葉
県
推
進
委
員
会
委
員
長
賞
（
千
葉
県
知
事
賞
）

　
　
浦
安
市
立
富
岡
中
学
校
２
年
　
鷹
影
　
昂
生
　「
僕
は
地
域
の
力
」

謹
ん
で
新
春
の
お
よ
ろ
こ
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
元
年
、
秋
の
叙
勲
に
際
し
ま
し
て
は
、
瑞
宝
双

光
章
拝
受
の
栄
に
浴
し
、
感
極
ま
る
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
身
に
余
る
栄
誉
は
偏
に
保
護
観
察
所
を
は
じ
め
と

し
て
、
保
護
司
会
の
皆
様
の
一
方
な
ら
ぬ
ご
指
導
ご
支

援
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
こ
の
栄
誉
と
保
護
司
の
名
に
相
応
し
く
一
層
の
研
鑽

に
励
み
、
対
象
者
の
改
善
更
生
・
再
犯
防
止
と
犯
罪
や

非
行
の
な
い
明
る
い
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
の
台
風
、
集
中
豪
雨
に
お
き
ま
し
て
被
災
さ
れ

た
方
々
に
は
、
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

法
務
大
臣
表
彰
を
受
け
表
彰
状
と
自
分
の
名
前
が
刻

ま
れ
た
メ
ダ
ル
を
頂
き
感
無
量
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
自

身
20
年
も
保
護
司
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
の
も
、
周
り
の

先
生
方
の
助
力
の
お
か
げ
で
あ
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

ま
た
、
10
月
７
日
に
更
生
保
護
制
度
施
行
70
周
年
記

念
大
会
が
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

天
皇
陛
下
、
皇
后
陛
下
を
拝
し
、
天
皇
陛
下
の
お
言
葉

を
拝
聴
し
こ
の
席
に
居
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

法
務
大
臣
表
彰
を
受
彰
し
て

皆
川
　
公
雄
（
東
ブ
ロ
ッ
ク
）

叙
位
叙
勲
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位
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八
街
少
年
院
を
見
学
し
て

吉
森　

光
江
（
浦
安
ブ
ロ
ッ
ク
）

千
葉
少
年
鑑
別
所
を
見
学
し
て

三
輪　

哲
郎
（
南
ブ
ロ
ッ
ク
）


